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香

川

県
長
福

寺

出

上

の
木
簡

―
―
備
蓄
銭
に
伴

っ
て
出
土
し
た
木
簡
―
―

は

じ

め

に

日
本
古
代
に
お
い
て
、
木
簡
が
広
く
用
い
ら
れ
重
要
な
記
録

・
伝
達
機
能
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
、　
一
九
六

一
（昭
和
三
一◇

年
に
平
叛
官

跡
で
木
簡
が
出
土
し
て
以
来
の
こ
と
で
あ
術
ｏ）
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て

も
、
少
数
で
は
あ
る
が
木
簡
の
出
土
は
あ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
出
土

時
の
古
い
木
筒
と
し
て
著
名
な
も
の
と
し
て
は
、
①
秋
田
県
払
田
柵
跡
出
土
木

簡
、
②
三
重
県
柚
井
遺
跡
出
土
木
簡
、
そ
れ
に
③
秋
田
県
怒
遺
跡
出
土
木
筒
が

あ
げ
ら
れ
よ
う
。
①
は

一
九
三
〇

（昭
和
五
）
年
上
田
三
平

・
藤
井
東

一
氏
ら
に

よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
瀧
川
政
次
郎
氏
の

「短
冊
新
叶
は
本
木
簡

を
取
り
あ
げ
、
そ
れ
が
奈
良

・
平
安
時
代
の
文
献
に
見
え
る
短
冊
に
あ
た
り
、

日
本
古
代
に
お
い
て
も
木
簡
の
使
用
が
あ

っ
た
こ
と
を
解
明
し
た
も
の
で
、
木

筒
の
先
駆
的
研
究
と
し
て
著
名
な
も
の
で
あ
る
。
②
は
①
よ
り
古
く

一
九
二
八

年
に
、
桑
名
郡
多
度
町
柚
井
で
三
点
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

館

野

和

て
は
、
『
木
衝
研
究
』

誌
上
に
栄
原
永
遠
男
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
の
霊
、）

そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
次
に
③
は
さ
ら
に
出
土
時
期
が
遡
り
、　
一

九

一
四

（大
正
一こ

。
一
五
年
の
調
査
で
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
行
方

不
明
に
な
って
お
り
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
峙
．

し
か
る
に
そ
れ
ら
よ
り
古
く
、
既
に
明
治
年
間
に
出
上
し
、
そ
れ
を
伝
え
る

新
聞
記
事
が
残
り
、
か
つ
実
物
も
現
存
し
て
い
る
と
い
う
木
簡
が
あ
る
。
そ
れ

を
今
回
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。
な
お
こ
の
木
簡
は
備
蓄
銭
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、

備
蓄
銭
の
出
土
例
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
も
木
簡
共
々
紹
介
さ
れ
、
展
示
さ
れ
た

（５
）

こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
現
存
す
る
木
簡
出
土
第

一
号
で
あ
る
と
い
う
点
を
含
め
、

木
簡
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
取
り

あ
げ
る
の
も
意
味
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。

一
　

木
簡

の
出
土
状
況

本
稿
で
取
り
あ
げ
る
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
香
川
県
大
川
郡
志
度
町
鴨
部

己



に
あ
る
長
福
寺
の
境
内
で
あ
る
。
志
度
町
は
大
川
郡
の
西
北
部
に
位
置
し
、
北

は
瀬
戸
内
海
に
面
し
、
三
つ
の
岬
が
伸
び
志
度
湾

・
鴨
庄
湾

・
小
日
湾
を
形
成

す
る
。
他
の
三
方
は
山
に
囲
ま
れ
、
五
瀬
山
を
主
峯
と
す
る
山
脈
が
南
北
に
走

り
志
度
町
を
東
西
に
三
分
し
て
い
る
。
長
福
寺
は
そ
の
五
瀬
山
の
東
、
高
松
か

ら
町
内
を
東
西
に
走
り
阿
波

へ
と
通
じ
る
志
度
街
道

（国
道
一
一
号
線
）
が
、
鴨

部
の
小
平
野
か
ら
羽
立
峠

へ
と
、
山
間
部
に
入
り
か
け
た
南
側
に
位
置
し
て
い

呟Ｏ
。現

在
長
福
寺
は
真
言
宗
善
通
寺
派
に
属
し
、
千
手
山
総
持
王
院
と
号
し
て
い

術
．
本
尊
は
千
手
観
音
菩
薩
像
。
薬
師
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
薬
師
如
来
坐
像

は
、
も
と
鴨
部
神
社

（鴨
部
八
幡
宮
）
の
別
当
寺
で
あ

っ
た
西
光
寺
の
本
尊
で
あ

っ
た
が
、
神
仏
分
離
の
際
に
廃
寺
と
な

っ
た
の
に
伴
い
、
本
寺
に
移
さ
れ
た
。

檜
の

一
木
造
り
、
平
安
後
期
の
作
と
見
ら
れ
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

長
福
寺
の
創
建
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の
長
福
寺
の
本
寺
で
あ
る
極
楽
寺
に

（７
）

関
わ
る

「紫
雲
山
極
楽
寺
宝
蔵
院
古
暦
記
」
に
は

「天
長
元
（中
略
）
夏
四
月
、

奉
レ勅
空
海
和
尚
建
二極
楽
寺
一
（中
略
）
、
秋
七
月
、
長
福
寺

。
来
覚
寺
、
以
二観

音

・
勢
至
一為
二本
尊
う
表
二安
養
世
界
ス
中
略
）、
同
月

（＝
九
月
）
十
七
日
、
建
剰

立
鴨
部
東
山
長
福
寺
（
本
尊
千
手
観
音
安
レ像
供
養
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
ま

た
嘉
永
六
全

八
五
一こ
年

『讃
岐
国
名
勝
図
会
　
寒
川
郡
二
』
に
「当
寺
は
弘
法

大
師
建
立
な
つ
、
左
の
方
に
来
覚
寺
を
立
、
勢
至
菩
薩
を
安
置
し
、
右
の
方
に

当
寺
を
建
て
、
観
音
薩
選
を
安
置
す
と
宝
蔵
院
の
旧
記
に
見
え
た
り
」
と
記
万
．

長福寺 (右)と志度寺 (左)(高松西部五万分の一)



一
九
〇
四

（明
治
一一一七
）
年
二
月
二
日
、
本
堂
を
改
築
し
よ
う
と
裏
山
の
切
り

取
り
工
事
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
皿
で
蓋
を
し
た
壷
が
地
中
か
ら
現
れ
た
。
そ

の
中
に
は
大
量
の
銭
が
入
っ
て
い
た
が
、
さ
ら
に

一
枚
の
文
字
を
書
い
た
木
札

が
あ

っ
た
。
こ
れ
こ
そ
現
時
点
で
最
も
出
上
の
早
い
木
簡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
備
蓄
銭
と
木
簡
の
出
上
を
伝
え
る
新
聞
記
事
が
残

っ
て
い
る
。
そ
れ
は

出
土
か
ら

一
週
間
後
の
、
明
治
三
七
年
二
月
九
日
付
け
の

「香
川
新
報
」
で
あ

る
。
こ
こ
で
そ
の
記
事
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
文
字
が
不
鮮
朔
な
箇

所
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
を
、
お
断
り
し
て
お
く
（括
弧
内
は
引
用
者
注
。
文
字
は

常
用
体
に
改
め
、
旬
読
点
・
濁
点
は
補
っ
た
。
ま
た
ル
ビ
は
一
部
を
除
き
、
省
略
し
た
）。

支
那
古
銭
の
発
掘
　
大
川
郡
鴨
部
村
大
学
鴨
部
東
山
の
真
言
宗
長
福
寺
住
職
佐

伯
覚
良
師
は
、
本
堂
を
改
築
せ
ん
と
し
、
今
回
境
内
の
東
端
な
る
高
地
を
開
墾

し
つ
ｋ
あ
り
し
所
、
去
る
二
日
午
后

一
時
頃
工
夫
が

一
個
の
瓶
を
掘
り
出
し
、

住
職
に
斯
様
も
の
が
埋
め
て
あ
り
し
と
差
出
し
た
る
を
見
れ
ば
、
瓶
は
土
焼
に

て
高
さ

一
尺
三
寸
、
口
径
四
寸
六
歩

（ま
ま
、
分
）
に
て
、
胴
は
非
常
に
張
り
居

り
て
、
実
に
三
尺
三
寸
廻
り
あ
り
。
中
を
検

（，
じ
め
し
に
、
開
え
、
宗
朝
、

天
聖
、
紹
聖
、
政
和
、
元
豊
各
通
宝
あ
り
。
唐
玄
（ま
ま
、
周
元
じ
通
宝
等
も
あ

り
て
、
総
て
支
那
古
銭
な
る
も
、
多
く
は
鈴
の
為
め
古

（ま
ま
、
固
こ

着
し
居

れ
る
が
、
尚
ほ
瓶
中
に

一
個
の
木
札
あ
り
。
高
さ
六
寸
い
幅
人
分
に
て
、
表
に

は

「九
貫
文
、
花
厳
坊
、
賢
秀
御
坊
」
と
あ
り
て
、
裏
面
に
は

「文
明
十
二
年

三
月
十
九
日
紋

（ま
ま
）
白
」
と
記
さ
れ
た
り
。
之
に
由
て
考
ふ
れ
ば
、
長
福

寺
を
当
寺

（ま
ま
、
時
）
花
厳
坊
と
称
し
、
時
の
住
僧
賢
秀
な
る
も
の
、
古
銭
を

愛
欲
し
つ
ｋ
あ
り
て
、
紀
念
の
為
め
埋
蔵
せ
し
も
の
な
ら
ん
か
と
云
へ
ど
、
何

分
四
百
士
余
年
後
の
今
日
と
て
、
寺
記
を
調
査
す
る
も
花
厳
坊
の
事
す
ら
判
明

せ
ぎ
る
由
な
る
か
。
古
銭
は
成
規
に
依
り
、
津
田
警
察
分
署

へ
差
出
し
た
れ
ば
、

同
署
に
保
管
し
あ
る
由
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

筆
者
は

一
九
八
七
年
五
月
二
二
日
に
、
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

（当
時
）

の
斉
藤
賢

一
氏
の
ご
案
内
で
、
さ
ら
に

一
九
九

一
年
九
月
三
〇
日
に
は
、
志
度

町
の
元
助
役
岡
村
信
男
氏
の
ご
案
内
で
再
度
長
福
寺
を
訪
れ
、
ご
住
職
佐
伯
泉

澄
氏
に
お
話
を
伺
い
、
出
土
品
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
佐
伯
氏
に
よ
る

と
、
先
々
代
住
職
の
佐
伯
覚
良
氏
に
よ
る
本
堂
の
改
築
工
事
は
、

一
九
〇
四
年

香川県長福寺出上の本簡
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に
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
年
勃
発
し
た
日
露
戦
争
の
た
め
中
断
し
、
戦
後
の
一
九

〇
七
年
に
竣
工
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
術
．
そ
の
間
本
堂
北
側
の
、
丘
陵
斜
面

に
あ
た
る
と
こ
ろ
を
切
り
崩
す
工
事
中
、
姥
芽
樫
の
大
木
を
切
り
倒
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
根
元
か
ら
素
焼
の
皿
で
蓋
を
し
た
古
備
前
の
重
が
出
土
し
、
中
に
は

唐

・
宋
の
古
銭
が
大
量
に
入
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
ま
た
皿

の
上
に
は
、
さ
ら
に
布
目
瓦
二

・
三
枚
が
置
い
て
あ

っ
た
と
い
う
佐
伯
覚
良
氏

（Ю
）

の
談
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
出
土
状
況
か
ら
す
る
と
、
こ
の
重
が

意
図
的
に
埋
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ち
か
で
あ
る
。

境
内
地
の
東
寄
り
に
あ
る
現
本
堂
の
左
手

（北
側
）
の
一
段
高
い
所
に
は
、

前
述
し
た
重
要
文
化
財
の
薬
師
如
来
像
を
安
置
す
る
薬
師
堂
が
あ
る
。
本
堂
と

薬
師
堂
の
の
る
地
面
の
段
差
は
垂
直
に
三
ｍ
ほ
ど
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
明
治
の

工
事
で
本
堂
拡
張
の
た
め
、
丘
陵
斜
面
を
切
り
取

っ
た
結
果
で
あ
る
。
現
在
、

木
簡

・
董

・
銭
等
の
出
土
品
は
そ
の
薬
師
堂
に
、
保
管

・
展
示
さ
れ
て
い
術
¨

壷
は
高
さ
四

一
釦
、
口
径

一
四
ｃｍ
、
底
径
二
〇

伽
、
最
大
径
三

一
酬
を
測
範
呼

胴
部
に
穴
が
あ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
発
見
時
に
工
事
の
鶴
嘴
が
あ
た
っ
て
で

き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
を
千
葉
幸
伸

「讃
岐
の
備
蓄
古
銭
展
」
は

「赤

褐
色
、
日
縁
か
ら
肩
部
に
か
け
て
責
白
色
の
自
然
釉
が
か
か
り
、
玉
垂
れ
が
あ

る
。
大
は
径
九
醐
に
及
ぶ
砂
粒
を
含
み
、
焼
成
後
剣
落
し
た
痕
も
あ
る
。
焼
成

は
固
い
。
横
に
ろ
く
ろ
成
形
の
痕
も
あ
る
。
高
さ
二
〇

伽
の
所
ま
で
内
側
に
銭

痕
」
と
解
説
し
て
い
る
。

さ
て
、
壷
中
の
銭
は
出
土
時
は
、
藁
で
百
枚
ず
つ
連
ね
て
あ

っ
た
と
い
う
。

上

。
長
福
寺
本
堂
（西
か
ら
）
、
下

・
出
土
地
点
付
近
（右
に
本
堂
、左
に
薬
師
堂
が
あ
る
）

開
通
元
宝

乾
元
重
宝

周
通
元
宝

宋
通
元
宝

太
平
通
宝

淳
化
元
宝

至
道
元
宝

戊
平
元
宝

景
徳
元
宝

祥
符
元
宝

＊
祥
符
通
宝

武
徳
四
盆
全
一
こ
年

乾
元
元
（七
五
八
）年

顕
徳
二
（九
五
五
）年

建
隆
元
（九
六
〇
）年

太
平
興
国
元
（九
七
六
）年

淳
化
元
（九
九
〇
）年

至
道
元
（九
九
五
）年

戊
平
元
（九
九
八
）年

景
徳
元
盆

○
〇
四
）年

大
中
祥
符
元
全

○
〇
八
）年

同
右

宋宋宋宋宋宋宋宋 後唐唐
周

八九 九 九 七 七 八 二 一 二 二



新
聞
記
事
の
よ
う
に
錆
び
て
癒
着
し
た
も
の
が
多
く
、
正
確
な
数
は
不
明
で
あ（‐４
）

る
が
、
本
来
木
簡
記
載
の
よ
う
に
九
貫
文
＝
九
〇
〇
〇
枚
あ

っ
た
と
見
ら
れ
る
。

具
体
的
な
銭
種
は
、
『
町
史
上
巻
』
盆

〓
一〇
頁
）
に
よ
る
と
、
最
古
の
唐
の
開

通
元
宝

（開
元
通
宝
）
か
ら
最
新
の
明
の
永
楽
通
宝
ま
で
、
唐

・
後
周

・
宋

・
南

宋

・
明
の
三
五
種
の
銭
に
の
ぼ
る
が
、
調
査
し
た
の
は

一
部
で
あ
り
、
精
査
す

る
と
さ
ら
に
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。
そ
の
後
、　
一
九
七
六
年
に
瀬
戸

内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
で

「讃
岐
の
備
蓄
古
銭
展
」
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

同
館

（当
時
）
の
千
葉
幸
伸
氏
が
薬
師
堂
に
展
示
し
て
あ
る
銭
二
九
七
枚
に
つ

い
て
調
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
別
表
の
よ
う
に
＊
印
を
付
け
た
八
種
類
が
増
え
、

計
四
三
種
に
な
っ
た
。
た
だ
こ
れ
も
出
上
し
た
銭
の
ご
く

一
部
で
あ
り
、
当
初

何
種
類
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
続
呼　
し
か
し
大
勢
と
し
て
、

唐

の
開
通
元
宝

（開
元
通
宝
）
か
ら
明
の
永
楽
通
宝
ま
で
と
い
う
銭
の
年
代
幅
は
、
動
か
な
い
で

あ
ろ
９ヽ
。

上

・
壷
、
下

・
出
土
銭
全

部
）
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明南南南南南南南南南南南朱宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋
宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋宋

二     三  一     五

二 一 一 一 一 一 一 一 二 一 二 一 一 一 二 一 二 一 二 一 四 七 五 一 五 一 三 二 五 二 一

天
薦
通
宝

天
聖
元
宝

明
道
元
宝

景
祐
元
宝

皇
宋
通
宝

至
和
元
宝

＊
至
和
通
宝

嘉
祐
元
宝

＊
嘉
祐
通
宝

治
平
元
宝

＊
治
平
通
宝

熙
寧
元
宝

元
豊
通
宝

元
祐
通
宝

紹
聖
元
宝

元
符
通
宝

＊
聖
宋
元
宝

大
観
通
宝

政
和
通
宝

宣
和
通
宝

一得
熙
元
宝

紹
熙
元
宝

慶
元
通
宝

開
薦
通
宝

嘉
定
通
宝

＊
紹
定
通
宝

端
平
元
宝

淳
祐
元
宝

＊
皇
宋
元
宝

景
定
元
宝

＊
威
淳
元
宝

永
楽
通
宝

不
明

本
表
は
千
葉
幸
伸
氏
の
調
査
に
よ
る
。
＊
印
は
『
新
編
志
度
町
史
上
巻
』
に
見
え
な
い
も
の

天
薦
元
盆

〇

一
七
）年

天
聖
元
盆

〇
二
三
）年

男
道
元
盆

〇
三
一
０
年

景
祐
元
全

〇
三
四
）
年

宝
元
二
盆

〇
三
九
）年

至
和
元
盆

〇
五
四
）年

同
右

嘉
祐
元
全

〇
五
一◇
年

同
右

治
平
元
全

〇
六
四
）年

同
右

熙
寧
元
盆

〇
六
八
）年

元
豊
元
（
一
〇
七
八
）年

元
祐
元
盆

〇
八
一０
年

紹
聖
元
盆

〇
九
四
）年

元
符
元
盆

〇
九
八
）年

建
中
靖
国
元
盆

一
〇

一
）年

大
観
元
盆

一
〇
七
）年

政
和
元
盆

一
一
一
）年

宣
和
元
盆

一
一
九
）年

淳
熙
元
盆

一
七
四
）年

紹
熙
元
盆

一
九
〇
）年

慶
元
元
盆

一
九
五
）年

開
薦
元
全

一
一〇
五
）年

嘉
定
元
盆

一
一〇
八
）年

紹
定
元
盆

一
〓
一八
）年

端
平
元
全

二
三
四
）
年

淳
祐
元
全

二
四
こ
年

宝
祐
元
全

二
五
一う
年

景
定
元
盆

一
〓
ハ
○
）年

威
淳
元
全

一
一六
五
）年

永
楽
元
全

四
〇
三
）年

背
文
「
十
四
」

背
文
「
〓
正

背
文
コ
正
一
、
「
四
生

背
文
不
明

背
文
「
九
」
一
、
不
明

一

背
文
「
元
」

背
文
「
元
」

背
文
コ
正

背
文
不
明

背
文
「
元
」

背
文
コ
正

別表 長福寺出上の渡来銭



一
一

木

簡

の

内

容

出
上
し
た
木
筒
は
、
杉
の
板
目
材
で
、
長
さ

一
八
〇
硼
、
最
大
幅
二
四
剛
、

厚
き
は
中
央
部
が
最
も
厚
く
三
皿
、
上
端

一
皿
、
下
端
で
二
硼
で
あ
続
〕
上
端

の
右
肩
は
薄
く
、
か
つ
欠
け
た
形
に
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
に
折
れ
た
の

で
は
な
ぐ
、
削

っ
て
成
形
し
た
時
に
、
削
り
す
ぎ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
完
形
の
短
冊
形

（〇

一
一
型
式
）
と
見
て
よ
い
。
下
端
は
裏
面
か
ら
切

れ
日
を
入
れ
て
折

っ
て
い
る
。
自
然
乾
燥
に
よ
る
保
存
状
態
が
よ
く
、
表
面
に

細
か
い
か
き
傷
は
あ
る
が
、
墨
は
よ
く
残
り
肉
眼
で
文
字
が
は
っ
き
り
読
め
る
。

文
字
は
表
裏
両
面
に
書
か
れ
て
い
る
。
先
の
新
聞
記
事
に
は
文
字
の
一
部
に

誤
り
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
も
う

一
度
掲
げ
て
お
こ
う
。

・
九
貫
文
花
厳
坊
賢
秀
御
房

。
文
明
十
二
年
三
月
十
九
日
敬
白

文
明

一
二
（
一
四
八
〇
）
年
に
花
厳
坊
賢
秀
御
房
が
九
貫
文
の
銭
を
埋
納
し
た

こ
と
な
、
こ
の
木
簡
は
物
語

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
日
本
の
各
地
で
備
蓄

銭
が
出
土
し
て
い
る
婦
、）
こ
の
よ
う
に
文
字
史
料
に
よ
っ
て
埋
納
の
時
期

。
主

体
が
知
ら
れ
る
事
例
は
他
に
ほ
と
ん
ど
無
儡
）
備
蓄
銭
の
研
究
に
と
っ
て
も
貴

重
な
史
料
で
あ
る
。

さ
て
、
内
容
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
検
討
し
て
み
る
。
ま
ず
花
厳
坊
で
あ
る
が
、

新
聞
記
事
は
当
時
長
福
寺
の
こ
と
を
花
厳
坊
と
称
し
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

明
証
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
史
料
が
、
同
じ
志
度
町
の

志
度
所
在
の
志
度
寺
に
あ
る
。
志
度
寺
は
長
福
寺
と
同
じ
く
真
言
宗
善
通
寺
派

の
名
刺
で
、
補
陀
落
山
清
浄
光
院
と
号
し
、
四
国
霊
場
八
十
六
番
札
所
で
東
讃

岐
随

一
の
大
寺
で
あ
る
。
同
寺
は
長
福
寺
か
ら
は
直
線
距
離
に
し
て
約
五
血
西
、

五
瀬
山
の
西
に
ひ
ろ
が
る
志
度
の
平
野
部
の
東
寄
り
に
位
置
し
、
志
度
湾
に
面

し
て
い
る
。
「讃
岐
国
志
度
道
場
縁
起
文
」
に
は
、
推
古
天
皇
三
三

（六
一一五
）

年
に
凡
菌
子
尼
が
十

一
面
観
音
像
を
造
り
、　
一
間
四
面
の
精
舎
に
安
置
し
た
の

（２０
）

に
始
ま
る
と
伝
え
、
ま
た
寛
文
九

（
三
ハ
六
九
）
年
の

「御
領
分
中
寺
々
由
来
」

に
は

「開
基
は
持
統
天
皇
七
壬
寅
年
、
行
基
菩
薩
之
建
立
に
て
有
之
事
」
と
あ

る
が
、
実
際
に
は

「平
安
時
代
前
期
の
や
や
下

っ
た
九
世
紀
末
ご
ろ
の
創
建
か

（２‐
）

と
推
察
さ
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
尊
十

一
面
観
音
立
像
は
平
安
前
期
の

一
木
造
り
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
志
度
寺
は
、
天
正

一
〇

（
一
五
八
一σ
年
上
佐
の
長
宗
我
部
勢
の
兵
火
に

180



香川県長福寺出上の木簡

よ
り
、
伽
藍
を
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
た
が
、
慶
長
九

（
三
ハ〇
四
）
年
に
讃
岐

一

国
を
領
し
た
生
駒
親
正
の
夫
人
教
芳
院
が
、
前
年
亡
く
な
っ
た
親
正
の
菩
提
の

た
め
、
米
三
〇
石
を
寄
進
し
て
観
音
堂
（本
堂
）
を
再
興
し
た
。
同
寺
に
伝
わ
る

「志
度
寺
旧
由
余
残
記
」

（
一
八
世
紀
前
半
の
同
寺
住
職
周
恵
の
著
）
は

「棟

木
之
写
」
と
し
て
、
再
興
さ
れ
た
観
音
堂
の
棟
木
に
あ

っ
た
墨
書
を
引
い
て
い

る
が
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

一
、
讃
州
志
度
寺
観
音
堂
、
本
願
円
朝
法
印

（花
押
）
子
時
慶
長
九
年
甲
辰

十
月
十
三
日
、
寺
家
衆
花
厳
坊
、
常
楽
坊
、
西
林
坊
、
常
林
坊
、
林
蔵

坊
、
空
円
坊
、
教
円
坊
為
弐
親
成
仏

こ
こ
に
志
度
寺
の
再
興
に
腸
力
し
た
寺
家
衆
の
一
つ
と
し
て
、
花
厳
坊
の
名

が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
木
筒
と
は

一
二
〇
年
余
の
年
代
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、

近
在
の
寺
に
同
じ
坊
名
の
も
の
が
あ

っ
た
と
す
る
よ
り
も
、
両
者
は
同
じ
も
の

と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
朔
¨
次
に
述
べ
る
よ
う
な
志
度
寺
を
と
り
ま
く
状

況
も
、
こ
の
推
定
に
符
合
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
考
え
て
よ
け
れ
ば
、
賢
秀

は
志
度
寺
の
塔
頭
で
あ
る
花
厳
坊
の
住
僧
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

同
寺
は
室
町
時
代
に
は
讃
岐
守
護
細
川
氏
の
保
護
下
に
あ
り
、
志
度
寺
宛
の

文
明
五
年
入
月

一
一
日

「細
川
政
国
禁
制
」
七
箇
条
中
に
は

「
一　
諸
人
押
買

事
」
Ｅ
　
於
院
内
伯
楽
市
事
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
境
内
で
の
押
買

・
馬
市

を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
当
時
志
度
寺
で
は
馬
を
も
扱
う
市
が
立

ち
、
盛
ん
に
交
易
が
行
わ
れ
、
銭
貨
が
流
通
し
て
い
た
よ
う
す
が
窺
わ
れ
よ
う
。

こ
の
禁
制
は
文
明

一
二
年
と
い
う
木
簡
の
年
紀
に
近
く
、
当
寺
の
僧
が
大
量
の

銭
を
備
蓄
で
き
た
背
景
を
考
え
る
際
に
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
事
実
で
あ
る
。

な
お
志
度
寺
で
は
、
六
月

一
六
日
に
志
度
寺
八
講

（あ
る
い
は
志
度
寺
祭
）
が

行
わ
れ
る
が
、
そ
の
日
は
十
六
度
市
と
呼
ば
れ
る
市
も
立
ち
、
江
戸
時
代
か
ら

（２５
）

讃
岐
屈
指
の
大
市
立
に
発
達
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

花
厳
坊
の
名
は
さ
ら
に
承
応
二
（
三
ハ
五
一こ

年
九
月
の

「観
音
領
検
地
離
一

に
も
志
度
寺
の
塔
頭
と
し
て
、
西
林
坊

。
常
楽
坊
と
と
も
に
見
え
る
と
い
う
。

し
か
る
に
、
前
引
の

「御
領
分
中
寺
々
由
来
」
の
志
度
寺
の
項
に
は

「
一　
寺

中
地
蔵
寺
、
普
門
院
、
自
性
廃
、
西
林
房
、
林
蔵
坊
五
軒
有
之
事
」
と
寛
文
九

全

六
一ハ
九
）
年
当
時
の
塔
頭
を
挙
げ
て
い
る
。　
こ
こ
に
は

「余
残
記
」
に
見
え

た
西
林
坊

全
房
）
と
林
蔵
坊
の
名
は
あ
る
が
、
他
の
坊
は
な
い
。
ま
た
嘉
永
六

盆

八
五
一一一
年
成
立
の

『
讃
岐
名
勝
図
会
　
寒
川
郡
二
』

の
志
度
寺
の
図
絵
に

は
、
志
度
寺
の
西

（画
面
手
前
）
に
開
く
二
王
門
の
両
脇
に
、
南

（右
）
か
ら

塔
頭
で
あ
る
普
門
院

。
自
性
院

。
円
通
寺
が
、
ま
た
志
度
大
宮
の
図
の
箇
所
に

は
、
志
度
衝
道
沿
い
の
江
ノ
ロ
に
地
蔵
寺
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

四
寺
は
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
遷
か
ら
す
る
と
、
花
厳
坊
は
廃
絶
し
て

し
ま
っ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
名
称
を
変
え
た
か
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に

『
町
史
』
に
よ
る
と
、
普
門
廃
金
剛
寺
が
も
と
華
厳
坊
と
称
し
て

い
た
と
い
い
、
さ
ら
に
円
通
寺
が
西
林
坊
の
後
身
で
あ
り
、
自
性
院
は
現
存
す

る
常
楽
寺
の
院
号
で
あ
る
と
記
し
て
い
紡
．
岡
村
信
男
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、

そ
れ
に
加
え
、
境
内
の
西
北
隅
、
円
通
寺
の
北
に

『
図
会
』
で
は
分
天
社
が
描

（２８
）

か
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
そ
こ
に
林
蔵
坊
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
回



の
調
査
で
は
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
物
語
る
文
献
史
料
を
実
見
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
志
度
寺
の
西
に
南
か
ら
普
門
院

。
自
性
院

・
円
通

寺

。
林
蔵
坊
と
並
ぶ
順
序
と
、
先
の

「余
残
記
」
の
花
厳
坊

・
常
楽
坊

。
西
林

坊

・
常
林
坊

・
林
蔵
坊
と
い
う
記
載
、
お
よ
び

「御
領
分
中
寺
々
由
来
」
の
地

蔵
寺

・
普
門
院

。
自
性
院

。
西
林
房

‘
林
蔵
坊
を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
に
も

林
蔵
坊
は
共
通
し
、
か
つ
自
性
院
＝
常
楽
寺

（坊
）
で
あ
る
か
ら
、
他
の
花
厳

坊
↓
普
門
院
、
西
林
坊
↓
円
通
寺
と
い
う
変
化
も
妥
当
な
も
の
と
理
解
で
き
よ

う
。
こ
う
し
て
花

（華
）
厳
坊
は
現
在
の
普
門
廃
金
剛
寺
の
前
身
寺
院
で
あ
る

と
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
木
簡
が

「賢
秀
御
房
」
と
教
称
を
付
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の

木
簡
が
賢
秀
本
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
ろ
う
。
そ

う
と
す
れ
ば
こ
の
木
筒
の
表
の
記
載
は
、

「賢
秀
御
房
」

宛
の
九
貫
文
の
送
り

状
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し

一
方
、
一異
の
日
下
に
あ
る

「敬
白
」

は
神
仏

へ
の
願
文
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
り
、
ま
た

「敬
白
」
す
る
人
名

が
記
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
を

「賢
秀
御
一房
」
宛

の
も
の
と
見
る
よ
り
も
、
彼
が

「敬
白
」
の
主
体
で
あ
る
と
考
え
る
ほ
う
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
て
よ
い
な
ら
ば
、
銭
は
も
と
も
と

「賢
秀
御
房
」
の

も
の
で
あ
り
、
彼
が
何
ら
か
の
祈
願
を
込
め
て
銭
を
進
め
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
祈
願
の
対
象
は
、
銭
を
埋
め
た
土
地
の
神
、
あ
る

い
は
寺
院
境
内
地
と
い
う
こ
と
か
ら
仏
な
ど
が
候
補
に
あ
が
ろ
う
が
、
彼
が
僧

侶
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
仏
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に

常

れ

■
ｔ
４
，
俯

４

摯
ｔ
「
ゥ鯉

姓
ら、
●

輩

ゝ
毒

等會目頭

鶴覆権睾
ヽ

青友恙零

志度寺 (『讃岐国名勝図会 寒川郡二♪



香川県長福寺出上の木簡

こ
の
木
簡
が

「賢
秀
御
房
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
の
で
な
い
と
す
る
と
、
恐
ら

く
は
長
福
寺
側
の
人
物
が
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
銭
の
埋
納
が
行
わ
れ
た
前
年
、
文
明

一
一
年
は
志
度
寺
に
と
っ
て

大
き
な
事
件
の
あ

っ
た
年
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
年
十
月
火
災
が
あ

っ
た
の
で

（２９
）

あ
る
。
朝
咋
に
よ
る
文
明

一
四
年
三
月

「志
度
寺
東
間
魔
堂
記
」
は
そ
れ
を
次

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
「文
明
十

一
年
十
月
十
八
日
、
畢
方
為
レ
祟
、
碧
瓦
朱

莞
二
十
余
宇
、
食
頃
灰
儘
央
、
東
堂
其

一
也
、
九
草
創
以
来
、
火
二子
寺
一者
六
、

而
東
堂
罹
レ災
者
三
二子
姦
一央
」。
当
時
志
度
寺
で
は
間
羅
王
信
仰
が
盛
ん
で
あ

り
、
東
堂

（東
間
魔
堂
）
が
そ
の
中
心
で
あ

っ
た
。
こ
の
火
災
後
朝
咋
が
東
間

魔
堂
の
再
建
の
た
め
勧
進
に
乗
り
だ
し
た
。
こ
の

「東
閤
魔
堂
記
」
は
、
東
堂

の
由
来
を
語
り
寄
進
を
求
め
る
書
で
あ
る
。
朝
咋
に
よ
る
勧
進
が
い
つ
か
ら
始

ま
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
火
事
の
翌
年
三
月
と
い
え
ば
再
建
に
向
け
て
既

に
動
き
出
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
策
を
練

っ
て
い
た
頃
で
あ
ろ

う
。
朝
咋
は
勧
進
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
寺
の
財
政
事
情
を
、
「寺
無
二
恒
産
い
費

用
居
多
」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
う
し
た
時
期
に
志
度
寺
の
塔
頭
花
厳
坊
の
賢
秀
は
、
何
故
に
大
量
の
銭
を

仏
に
進
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ち
そ
の
理
由
を
木
簡
は
語

っ
て
く
れ

な
い
。
文
明

一
二
年
当
時
の
讃
岐
で
は
、
前
々
年
に
徳
政
と
号
し
て
土

一
揆
が

起
こ
り
、
前
年
九
月
二
五
日
に
は
三
谷
景
久
の
軍
勢
が
寒
川
郡
に
攻
め
入
り
、

国
人
領
主
寒
川
氏
の
居
域
を
襲
い
、
民
家
を
焼
く
な
ど
騒
然
と
し
た
状
況
で
あ

（３０
）

っ
た
。
こ
う
し
た
戦
国
の
混
乱
か
ら
、
財
産
を
守
ろ
う
と
し
た
た
め
と
考
え
る

（３‐
）

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
先
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
こ
の
銭
は

賢
秀
が
誰
か
の
供
養
の
た
め
に
、
関
係
の
あ

っ
た
長
福
寺
に
進
め
た
も
の
で
あ

り
、
受
け
取

っ
た
長
福
寺
側
で
賢
秀
の
祈
願
を
込
め
た
銭
で
あ
る
こ
と
を
示
す

木
簡
を
作
成
し
、
埋
納
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
れ
と
も
網
野
善

彦
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、　
一
度
埋
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
銭
を
仏
物
と
し
た
上

（３２
）

で
、
金
融
の
資
本
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、

何
故
掘
り
出
さ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
残
る
。　
一
時
的
な
つ
も
り
で
埋

め
た
の
に
、
何
ら
か
の
事
情
で
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
始
め
か
ら
永
遠
に
埋
め
た
ま
ま
に
し
て
お
く
つ
も
り
で
あ

っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
全
国
的
に
多
く
見
ら
れ
る
埋
納
銭
の
性
格
分
析
に
も
関
わ

っ

て
く
る
問
題
で
あ
る
。
ま
た
志
度
寺
と
長
福
寺
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
賢
秀
は
長
福
寺
の
住
職
を
兼
務
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
の
推
測
も
さ
れ
て
い
る
煽
、）
確
か
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
時
代

・
地
域
の
歴
史
に
暗
い
筆
者
は
、
こ
れ
以
上
の
追
究
を
す
る
手
が

か
り
を
現
在
有
し
て
い
な
い
。
本
稿
は
と
り
あ
え
ず
、
長
福
寺
出
土
木
簡
の
紹

介
を
す
る
と
い
う
段
階
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。
上
記
の
よ
う
な
残
さ
れ
た
聞

題
に
つ
い
て
、
ど
な
た
か
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（１
）

奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
宮
木
簡
一
』
全

九
六
九
年
）。



（２
）

瀧
川
政
次
郎

『
法
制
史
論
叢
第
四
冊
　
律
令
諸
制
及
び
令
外
官
の
研
究
』

（角

川
書
店
、　
一
九
六
七
年
）
所
収

（初
出
は

『
古
代
学
』
七
十
二
、　
一
九
五
八
年
）
。

（３
）

栄
原
永
遠
男

「
三
重

・
柚
井
遺
跡
」
『
木
簡
研
究
』
創
刊
号

（
一
九
七
九
年
）
、

「
柚
井
遺
跡
出
上
の
木
簡
」
『
同
前
』
二

（
一
九
八
〇
年
）
、
「柚
井
遺
跡
出
土
木

簡
の
再
検
討
」
『
同
前
』
八

（
一
九
八
六
年
）
。

（４
）

新
野
直
吉

・
船
木
義
勝

『
払
田
柵
の
研
究
』
（文
献
出
版
、　
一
九
九
〇
年
）
。

（５
）

寺
田
貞
次

「讃
岐
に
於
け
る
貨
幣
貯
蔵
史
」
『
高
松
高
商
論
叢
』

一
八
十
三
盆

九
四
四
年
）
、
岡
本
桂
典

「各
地
域
出
上
の
渡
来
銭
　
四
国
地
方
」
『
考
古
学
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』

一
八
七
全

九
八

一
年
）
、
岡
村
信
男

「
戦
国
時
代
に
埋
め
る
　
長
福
寺
の

一
文
銭
九
貫
文
」
冨
心度
風
上
記
』
釜
心度
町
役
場
公
聴
広
報
課
、　
一
九
八
四
年
）
、

坂
詰
秀

一
編

『
出
土
渡
来
銭
―
中
世
―
』

（考
古
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
四
五
、　
ニ
ュ

ー

・
サ
イ
エ
ン
ス
社
、　
一
九
八
六
年
、
こ
こ
に
は
先
の
岡
本
論
文
が
再
掲
さ
れ
て

い
る
）
、
『
新
編
志
度
町
史
上

・
下
巻
』
釜
い度
町
、　
一
九
八
六
年
、
以
下

『
町
史
』

と
略
記
す
る
）
、
網
野
善
彦

・
石
井
進

。
福
田
豊
彦

『
沈
黙
の
中
世
』
（平
凡
社
、

一
九
九
〇
年
）
。

展
示
は
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、　
一
九
七
六
年

一
一
月

か
ら
七
七
年
六
月
ま
で
開
か
れ
た

「
讃
岐
の
備
蓄
古
銭
展
」
で
行
わ
れ
た

（千
葉

幸
伸

「讃
岐
の
備
蓄
古
銭
展
」
『
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報

一
九
七
七
』

一
九
七
七
年
）
。

（６
）
　

「
長
福
寺
由
来
記

（
二
江

（『
長
福
寺
だ
よ
り
』

四
二
、　
一
九
八
九
年
）
に
よ

る
と
、
長
福
寺
は
は
じ
め
極
楽
寺
の
塔
頭
で
あ
っ
た
が
、
明
和
八

（
一
七
七

一
）

年
京
都
大
覚
寺
の
末
寺
と
な
り
、
翌
年
極
楽
寺
の
末
寺
を
離
れ
た
。
さ
ら
に
嘉
永

七

（
一
八
五
四
）
年
に
は
大
覚
寺
総
持
王
院
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま

で
の
院
号
は

『
讃
岐
国
名
勝
図
会
　
寒
川
郡
二
』
に
見
え
る
よ
う
に
、
法
洞
院
で

あ
る
。
そ
の
後
、
大
覚
寺
派
か
ら
離
れ
善
通
寺
派
に
所
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、　
一
九
五
三

（昭
和
三
八
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

（
７
）

香
川
県

『
香
川
叢
書
第

一
』
盆

九
三
九
年
）
所
収
。

（８
）

『
町
史
』
で
は

「
往
古
当
山
は
上
野
山
の
山
上
に
あ
り
、
峰
寺
と
称
す
る
大
坊

で
あ
っ
た
。
そ
の
寺
跡
を
世
人
は
今
に

『
か
ね
つ
き
堂
跡
』
と
呼
び
、
大
き
な
礎

石
を
残
し
て
い
る
。
天
長
元
年

（八
二
四
）
弘
法
大
師
が
勅
命
に
よ
り
、
当
時
石

剛

（現
寒
川
町
）
に
あ
っ
た
極
楽
寺
を
鴨
部
東
山
に
移
転
し
、
そ
の
南
側
に
来
覚

寺
を
建
立
し
、
北
側
に
上
野
山
か
ら
峰
寺
を
移
転
し
て
長
福
寺
と
号
し
、
こ
の
三

か
寺
の
総
鎮
守
と
し
て
志
太
張
神
社
を
勧
請
し
た
」
翁
町
史
下
巻
』
五
六
七
頁
）

と
記
す
。

（９
）

旧

『
志
度
町
史
』

釜
心
度
町
役
場
、　
一
九
七
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、

従
来
三
間
四

面
で
あ
っ
た
の
を
七
間
四
面
に
改
築
し
た
も
の
で
あ
り
、　
一
九
〇
四
（明
治
三
七
）

年
三
月
三
〇
日
上
棟
で
あ
る
と
い
う

（九
七
四
頁
）
。

（１０
）

寺
田
貞
次
注

（５
）
前
掲
論
文
。
た
だ
し
こ
の
瓦
は
現
存
し
な
い
。

（１１
）

銭
は
出
上
し
た
う
ち

一
部
の
み
が
薬
師
堂
に
あ
り
、
残
り
は
経
蔵
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
壷
の
蓋
に
な
っ
て
い
た
皿
は
現
存
し
な
い
。

（・２
）

『
町
史
上
巻
』

一
二
九
頁
。

（・３
）

注

（
５
）
前
掲
。

（・４
）

寺
田
貞
次
注

（５
）
前
掲
論
文
に
は
、
昭
和

一
八
年
調
査
時
で
残
存
古
銭
の
数

は
、
ほ
ぼ
六
九
〇
三
文
と
あ
る
。

（・５
）

千
葉
幸
伸
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
長
福
寺
に
は
多
田
明
氏
に
よ
る

「
長
福
寺
出

土
古
銭
　
第

一
回
仮
調
査
表

（拓
本
Ｘ

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。　
こ
れ
は

一
紙
に

各
種
銭
貨
の
拓
本
と
、
そ
の
解
説
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
四
二
種

（う
ち
二
種
は
銭
名
を
記
さ
ず
）
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
寺
田
貞
次
注

（５
）
前

掲
論
文
に
は
、
別
表
中
の
銭
種
と
重
な
る
三
〇
種
の
他
、
元
の
至
元
通
宝
、
清
の

乾
隆
通
宝
、
朝
鮮
の
常
平
通
宝
を
あ
げ
る
が
、
最
後
の
二
種
は
文
明

一
二
年
よ
り

時
期
の
下
が
る
も
の
で
あ
り
、
木
簡
と
共
に
出
上
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。

（・６
）

『
町
史
上
巻
』

一
二
九
頁
に
は
、
長
さ

一
八

・
二
伽
、
幅
四
ｃｍ
、
厚
さ
三
剛
と

あ
る
が
、
幅
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
本
文
の
荻
字
は
、　
一
九
八
七
年
五
月
に
筆
者
が

測
っ
た
も
の
。

（・７
）

こ
れ
ま
で
の
備
蓄
銭
の
出
土
事
例
に
つ
い
て
は
、
坂
詰
秀

一
注

（５
）
前
掲
編



香川県長福寺出土の木簡

書
参
照
。

（・８
）

実
は
本
木
簡
よ
り
古
く
、
や
は
り
備
蓄
銭
に
伴
っ
て
出
上
し
た
木
簡
の
あ
る
こ

と
に
、
本
稿
作
成
中
に
気
が
付
い
た
。
そ
れ
は
、　
一
八
七
六

（切
治
九
）
年
四
月

に
滋
賀
県
愛
智
郡
肥
田
城
跡

（現
、
彦
根
市
）
で
中
国
銭
の
入
っ
た
壼
が
発
掘
さ

れ
た
が
、
そ
の
中
に

「
応
安
四
年
」
云
々
ど
書
か
れ
た
板
札
が
あ
っ
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
こ
の
木
簡
は
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
て
、
こ

れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い

（滋
賀
県
愛
智
郡
教
育
会

『
近
江
愛
智
郡
志
』
第

二
巻
三
二
〇
頁
、　
一
九
二
九
年
、　
一
九
七

一
年
名
著
出
版
よ
り
復
刻
、
失
島
恭
介

「
貨
幣
―
本
邦
に
於
け
る
出
土
銭
貨
―
」
『
日
本
考
古
学
講
座
』
七
、
河
出
書
房
、

一
九
五
六
年
）
。　
こ
れ
ま
で
に
出
上
し
た
備
蓄
銭
の
例
は
多
い
の
で
、　
こ
の
よ
う

な
木
簡
を
伴
っ
た
場
合
が
他
に
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
改
め
て
調
査
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
石
川
県
鶴
来
町
清
水
町
出
上
の
備
蓄
渡
来
銭
は
、
「
仏
供

箱
／
金
制
宮
行
所
方
／
天
文
士
イ
年
十
二
月
日
」
と
い
う
墨
書
の
あ
る
箱
に
納
め

ら
れ
て
お
り
、
仏
供
箱
が
銭
箱
に
転
用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る

（戸
根
与
八
郎

「
各
地
域
出
上
の
渡
来
銭
　
北
陸

上
中
部
山
岳
地
方
」
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

天

七
、

一
九
全

年
）
。

（・９
）

香
川
県
教
育
委
員
会
編

『
新
編
香
川
叢
書
文
芸
篇
』
全

九
八

一
年
）
所
収
。

（２０
）

香
川
県
教
育
委
員
会
編

『
新
編
香
川
叢
書
史
料
篇

（
一
送

（
一
九
七
九
年
）
所

収
。

（２．
）

『
町
史
上
巻
』
八

一
頁
。

（２２
）
　

『
町
史
上
巻
』

一
九
〇
頁
。
た
だ
し
筆
者
は
後
述
の
注

（２６
）
共
ど
も
、
史
料

原
本
そ
の
も
の
は
実
見
で
き
て
い
な
い
。

（２３
）

『
香
川
県
の
地
名
』

（平
九
社
、　
一
九
八
九
年
）
の

「
長
福
寺
」
の
頂
は
、
こ

の
木
簡
に
関
し
て

「志
度
寺
の
旧
塔
頭
の
な
か
に
花
厳
坊
の
名
が
み
ら
れ
る
」
と

指
摘
し
て
い
る
。

（２４
）

香
川
県
教
育
委
員
会
編

『
新
編
香
川
叢
書
史
料
篇

（
二
産

（
一
九
八

一
年
）
所

収
。

（２５
）
　

『
町
史
下
巻
』
九
〇
八
頁
。

（２６
）

『
町
史
上
巻
』
二
七

一
頁
。

（２７
）

『
町
史
下
巻
』
五
六
三

・
五
六
五
頁
。

（２８
）

『
町
史
上
巻
』

二
七

一
頁
に
よ
る
と
、
軍
心度
寺
の
西
北
の
方
向
で
南
北
二
二

間
東
西
二
〇
間
の
地
」
で
あ
る
。

（２９
）

香
川
県

『
香
川
叢
書
第

一
』
全

九
三
九
年
）
所
収
。

（３０
）

香
川
県
教
育
委
員
会

『
新
修
香
川
県
史
』

（
一
九
正
三
年
）
三
四
〇
十
三
四
二

頁
。

（３．
）

岡
村
信
男
注

（５
）
前
掲
論
文
。

（３２
）

網
野
善
彦

・
石
井
進

・
福
田
豊
彦
注

（５
）
前
掲
書
中
の
網
野
氏
の
発
言
。

（３３
）

岡
村
信
男
注

（５
）
前
掲
論
文
。

〔付
記
〕

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
長
福
寺
佐
伯
泉
澄
氏
、
志
度
商
業
高

校
千
葉
幸
伸
氏
、
志
度
町
岡
村
信
男
氏
、
高
瀬
高
校
斉
藤
賢

一
氏
、
滋
賀
県
文
化
財
保

護
協
会
大
橋
信
弥
氏
、
京
都
大
学
堀
和
生
氏
、
香
川
県
立
図
書
館
参
考
調
査
係
の
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
木
簡
の
写
真
は
千
葉
氏
、
重
の
写
真
は
斉
藤
氏
か
ら
提
供
し

て
頂
い
た
も
の
で
す
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。




